
「市外の人材活用と地域活動に関するアンケート調査」

に関する調査結果報告

令和7年2月
大阪大学大学院工学研究科

ビジネスエンジニアリング専攻加賀・武田研究室

准教授 武田裕之
博士後期課程3年 関根仁美
博士前期課程2年 潮優貴

1



調査の概要
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調査の目的
行政が関係人口を活用した地域の内発的発展を目指すための知見を
得ることを目的とし、発展の主体となる地域住民の関係人口理解や
協働意識を明らかにする

 配布対象
飛騨市に住む20歳以上の者900人(無作為抽出)
※性別(均等)、年代(20代～70代以上の6世代で均等)、
居住地(古川町:神岡町:河合町＋宮川町=4:4:1)で割付

 調査概要
・期間: 2024年3月8日～18日
・様式: 紙面またはWEBアンケートフォーム
・回収数: 362部（紙: 203部、WEB: 159部）、回収率: 40.2%

図. 飛騨市の地図



調査結果_基本属性
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• 女性がやや多く、年代は70代以上、
地域は古川町や神岡町が多い

• 居住年数は20年以上が多くを占め、
市外居住歴のある人も多くを占める

表. 回答者（n=362）の基本属性

表. 回答者（n=362）の基本属性(続き)



調査結果_地域活動への関わりと愛着
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• 約8割が地域活動に参加しており、その半数が役員活動や頻度高く関わる
• ほとんどが飛騨市に対し愛着を抱き、半数以上が比較的強い愛着を抱く

図. 地域活動への参加度合(n=362)

図. 地域への愛着(n=362)



調査結果_地域の変化に対する態度
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• 地域に新しい事業や店舗ができること、文化や価値観が変わることは
受容できる人が多い傾向

• 地域のためであっても、別集落に転居することは受容できない傾向

図. 地域のための変化に対する受容度(n=362)※複数回答



調査結果_市外に住む友人との関係性
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• 現在、市外に何らかの関係のある友人がいる人は85.4%と多い
• より深い関係性にある友人を持つ人が78.7%と多い

図. 市外に住む友人との関係性(n=362)
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図. 友人との関係性(説明)



調査結果_観光客との接点や態度
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• 観光客に対するサービス業に従事する人を除くと、観光客と接する機会のあ
る住民はほとんどいない（上図）

• 観光客と出会い何らかのコミュニケーションが発生する場合、受動的なケー
スが多い傾向（下図）

図. 日常生活における観光客との接点と頻度(n=362)

どんな活動中に接点がある？
-飲食・小売・宿泊業系 59.7%
-観光・行事・体験系 43.5%
-その他 12.9%
※重複有

図. 過去2年間における観光客と出会った際の対応(n=362)※重複有

能動的に関わる

受動的に関わる



調査結果_関係人口の認知
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• 飛騨にいる関係人口を認知している人は少数だが、全体的に協働意識を持つ
割合は高い（左図）

• 人手不足等で現在の活動継続が難しくなった場合を想定し、回答を得た結果
（右図）観光/地場産業発展や環境保全、景観維持には協働的な態度を取る人
が多く、地縁活動や伝統行事には排他的な態度を取る人が多い

関係人口に
一任

関係人口と
協働

関係人口は
排他

図. 関係人口の認知割合 図. 産業や地域活動別での関係人口との協働意識(※)

(※)人手不足等で現在の活動を継続することが難しくなっ
た場合、運営主体はどうあるべきか、に対する回答



調査結果_関係人口の認知

9

• 関係人口が地域の活動に関わることになった場合を想定し回答を得た

• 頼む作業が限定的な場合、観光/地場産業発展や環境保全といった協働意向
の高い分野（前頁）で選択率は過半数であった。一方、伝統行事（前頁で
排他意向も高い分野）でも選択率は過半数となっている

• 運営の一員とする場合、前頁で排他意向の高い伝統行事や地縁活動でより
選択率が低くなっている

図. 関係人口がいずれかの活動に関わる場合、頼みたい活動とその作業範囲（n=362）※複数回答



分析結果_関係人口との協働意識の分類と特徴
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• クラスター分析により関係人口と
の協働意識の選択傾向を5分類
(n=336)

内部運営型 (38人)
混合型Ⅰ(53人)
混合型Ⅱ(94人)
外部活用型 (129人)
外部一任型 (22人)

全分野で過半数が排他的
産業や環境保全で過半数が協働的だが景観維持や地縁活動、伝統行事には排他的
産業や環境保全、景観維持で過半数が協働的だが地縁活動や伝統行事には排他的
全分野で過半数が協働的
伝統行事以外で過半数が一任的、伝統行事で4割程度が一任的

分
類
別
の
特
徴

• 外部活用型が最も多く、次に混合
型Ⅱ, Ⅰであり、内部運営型や外
部一任型は少数

街並み 伝統行事

内部運営型 混合型Ⅰ 混合型Ⅱ
外部活用型 外部一任型

関係人口との協働意識

活
動
分
野

図. クラスター分析の結果

表. クラスターごとの分布と特徴



図. 分類別の愛着の強弱
（回答なしを除くn=327）

分析結果_関係人口との協働意識の分類と特徴
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分類間で比較すると、内部運営型（排他意向）や外部一任型（一任意向）
では愛着が比較的弱いまたは無い人が多い

表. 地域への愛着強弱分布と残差分析(n=327)



分析結果_関係人口との協働意識の分類と特徴
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表. 地域のための変化の受容分布と残差分析

図. 文化や価値観の変化への受容性 図. 市内の別集落転居への受容性

• 文化や価値観の変化は外部活用型で受容度が高く、外部一任型で低い
• 別集落への転居は内部運営型で受容度が高く、協働意向の型で低い傾向



分析結果_関係人口との協働意識の分類と特徴まとめ
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表. 各型の性質と分類間で比較した際の特徴まとめ



考察とまとめ
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目的に対する結果と考察

• 飛騨市では関係人口の認知は低いが、関係人口との協働意識は高い傾向に
ある

• 地域産業の維持発展や街並み・環境保全の分野では住民の協働意識を持つ
割合が高く、関係人口を活用する分野として住民の理解が得られやすい。
行政施策を展開しやすい土俵であると考えられる

• 内発的発展に繋がる可能性が想定される外部活用型だけでなく、多く分布
する混合型Ⅰ、Ⅱに対しても行政から関係人口活用に関する説明や動機づ
けを行っていくことが、関係人口を活用した地域の内発的発展に繋がる

研究の目的

行政が関係人口を活用した地域の内発的発展を目指すための知見を得ること
を目的とし、発展の主体となる地域住民の関係人口理解や協働意識を明らか
にする



参考_アンケート依頼紙
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参考_調査票
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参考_調査票
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